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冨永 悌二

本号の扉では，秋田県立脳血管研究センターの石川達哉先生が，「外科の技術を伝え
る文体と構造」と題して，後輩や同僚に顕微鏡手術の技術的ニュアンスを伝えるための
文体について述べている．さまざまな文体を考察しながら，個別性を排してイデアに近
づくにつれて文体は多義的になり，読み手に新たな解釈を許すという．技術を伝える文
体もさることながら，石川先生の教育への熱意が伝わってくる文章である．
解剖を中心とした脳神経手術手技では，順天堂大学の山本拓史先生が，内視鏡下血腫
除去術における解剖と基本的手術手技について詳述している．実際の手術手技に沿っ
て，機器の使い方も具体的に書かれており，これから内視鏡手術を始める若手にとって
は，格好の入門編である．また出血部位別の手技と経験に基づいた注意点が述べてある
点も，大いに参考になるに違いない．
研究では，福井赤十字病院の服部悦子先生らが，「再発転移性脳腫瘍に対する低用量
ベバシズマブの治療効果」を報告している．再発脳腫瘍の治療は，いかに副作用なく
QOLを保って生存を伸ばすかという厳しい状況の中での治療である．この研究は，ベ
バシズマブが副作用の少ない低用量であっても，腫瘍縮小あるいは増大抑制効果が期待
できる症例があることを，これまでの文献報告を総括しながら報告している．症例報告
は 5編であり，血管障害に関する 3編と meningeal melanomaと肥厚性硬膜炎の 2編か
らなる．また，教訓的症例に学ぶシリーズでは，脳脊髄液減少症の硬膜生検後顕在化症
例と，再発鞍上部くも膜囊胞の内視鏡治療例が報告されている．いずれも最初の生検あ
るいは開頭手術が奏効しなかった症例で，文献考察とともに教訓が述べられており，読
者には生きた知識として感得されると思う．
連載の「機能的脳神経外科最新の動向」では，札幌医科大学の江夏怜先生が，てんか
ん診断における CCEPの有用性を報告している．皮質皮質間誘発電位（CCEP）は，最
近よく目にするようになったが，本報告の参考文献をみると，最初の報告は 2004年で
あり，てんかんの病態解析・診断はもちろん，脳機能の解析ツールとして大きな可能性
を秘めていると思われる．
最後に，忙しい臨床業務の中，ご寄稿くださった諸先生に，深く感謝申し上げます．
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